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　２０１４年度米山奨学生終了式・歓送会が２月２８日、
ハイアットリージェンシーで行われた。本年度の終了
生は２９名であった。
　終了式では近藤米山奨学委員長の歓送の言葉、
米山奨学生への終了書の授与、奨学生を代表しア
ブデルアール・アハメド・マハムード・ムハンマド君（大
東中央ＲＣ、エジプト）の終了生代表挨拶、若林ＰＧ
（米山奨学会常務理事）の激励の挨拶があった。
「近藤米山奨学委員長の歓送の言葉」
　奨学生は次の3つのことを習慣づけてより良い人
生を歩んでほしい。
　１つ目は目標をもつこと。２つ目は自ら進んで行動
する。３つ目はまず相手を理解してから自分を理解し
てもらうこと。これからの人生で壁にぶつかることが
あるが、一人で乗り越えることが難しいときはチーム
で乗り越えるようにしてほしい。そのためにも学友会
組織を大切にしてください。そして、ロータリーの奉
仕の精神を持ち続けて頂きたい。
「アブデルアール・アハメド・マハムード・ムハン
マド君の代表挨拶」
　今までお世話になったことに対し私たちは恩返しを
しなければならない。これからも日本と自国の架け橋
となるよう頑張っていきたい。
「若林ＰＧの激励の言葉」
　現在、米山奨学生のＯＢ・ＯＧが１万９000人いる。
諸君はロータリーで学び大きな財産を作り上げた。
全世界には１万９000人の諸君の先輩がいる。これ

からの人生ではロータリーの精神がきっと役に立つ
と確信している。ロータリーの会員はこれからも諸君
を見守っているので、これからもお世話になったクラ
ブと密接な関係を続けて欲しい。
　終了式の後、参加者全員で記念写真を撮り、歓送
会を行った。岩田ＰＧより祝辞と乾杯の音頭があっ
た。会食の合間には馬 惠英さん（大阪咲洲、台湾）
からのスピーチがあり、何組かのお世話になったカウ
ンセラーからの激励の言葉と奨学生のお礼の言葉
の発表があった。最後に米山学友会（関西）の何 
玉翠会長から祝辞、福田次年度米山奨学委員長か
ら閉会挨拶があり、「手に手つないで」を歌った後、お
開きとなった。
「岩田ＰＧの祝辞」
　本年度は２９名が終了式を迎えた。これからもロ
ータリー精神を大事にし、ロータリーとの交流、学友
同士の交流を大切にして欲しい。その上で、日本と
諸君の国の架け橋となり、国際社会での活躍を期
待している。

米山奨学委員会  委員 石井博章
 （吹田ＲＣ）

米山奨学生終了式・歓送会 報告

日　時：平成２７年２月２８日㈯　１７:００～１９:４０
場　所：ハイアットリージェンシー大阪　ゲストハウス「ハーモニー」
参加者：若林紀男ＰＧ、岩田宙造ＰＧ、西邨智雄IM３組Ｇ補佐、磯田郁子地区研修委員、
　　　　何玉翠米山奨学生学友会（関西）会長、大阪ハイテクノロジー専門学校 山上直子様、
　　　　大阪日本語教育センター 辰馬玲様、大阪スクールオブミュージック専門学校 木村容子様、
　　　　近藤菜穂子米山奨学委員長、福田治夫副委員長、古城紀雄副委員長、田中隆弥副委員長、
　　　　西谷雅之委員、三木得生委員、北山治信委員、堀隆委員、島井宏子委員、岡部倫正委員、
　　　　吉馴茂子委員、鹿浦英毅委員、石井博章委員、クラブ会長、カウンセラー、
　　　　クラブ米山奨学委員長、学友会会員


